
　

国
政
で
は
与
党
内
で
の
造
反

や
党
の
分
裂
、
さ
ら
に
は
衆
議

院
解
散
の
時
期
を
め
ぐ
る
野
党

と
の
駆
け
引
き
の
な
か
で
、
一

時
は
法
案
の
成
立
が
危
ぶ
ま
れ

た
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革

関
連
法
案
が
、
８
月
の
参
議
院

本
会
議
で
、
紆
余
曲
折
の
末
、

可
決
・
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
年
金
や
高

齢
者
医
療
な
ど
社
会
保
障
制
度

の
具
体
的
な
改
革
内
容
は
、
今

後
新
た
に
設
置
さ
れ
る
「
社
会

保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」
で

の
議
論
に
委
ね
ら
れ
、
消
費
税

の
軽
減
税
率
導
入
な
ど
、
重
要

な
制
度
設
計
に
つ
い
て
も
先
送

り
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
同
会

議
を
早
期
に
立
ち
上
げ
、
改
革

案
を
は
じ
め
と
す
る
具
体
的
な

議
論
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と

切
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
は
本
年
７
月
に
、

財
政
再
建
と
経
済
成
長
を
両
立

さ
せ
、
２
０
１
４
年
か
ら
の
消

費
税
増
税
の
実
施
に
つ
な
が
る

よ
う
、
２
０
２
０
年
ま
で
の
我

が
国
の
成
長
戦
略
を
描
い
た

「
日
本
再
生
戦
略
」
を
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。
今
回
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
再
生
戦
略
で
は
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
加

速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
円
高
、

デ
フ
レ
対
策
に
取
り
組
む
姿
勢

を
強
調
し
た
ほ
か
、
環
境
、
医

療
、
農
林
漁
業
の
三
つ
の
分
野

を
優
先
政
策
に
掲
げ
、
手
厚
く

予
算
配
分
を
行
な
う
こ
と
と
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

国
・
地
方
と
も
に
、
大
変
厳

し
い
予
算
編
成
を
強
い
ら
れ
て

い
る
中
で
９
月
議
会
で
は
、
ま

ず
予
算
議
案
の
、
一
般
会
計
に

お
い
て
庁
舎
建
設
検
討
事
業
等

に
係
る
11
億
６
，
５
６
０
万
６

千
円
の
補
正
を
、
ま
た
、
特
別

会
計
で
は
国
民
健
康
保
険
事
業

を
は
じ
め
４
会
計
、
２
億
７
，

８
５
３
万
７
千
円
の
補
正
。

一
般
議
案
で
は
、
「
川
口
市

災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
な
ど
の
条
例

議
案
５
件
、
契
約
議
案
８
件
、

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案

11
件
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
決
算
、
企
業
会
計
決
算
の
認

定
議
案
３
件
、
人
事
議
案
、
議

員
提
案
等
が
全
て
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

第
65
代
川
口
市
議
会
議
長
と

し
て
初
の
議
会
冒
頭
か
ら
の
議

会
運
営
に
臨
み
緊
張
の
連
続
で

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
終
え

る
事
が
で
き
安
堵
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

9
月
定
例
議
会
を
終
え
て

　板橋ともゆきは、一人でも多くの市民の皆様に市政の現状や課題をお伝えするため、出
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厚
生
労
働
省
が
去
る
６
月
に

発
表
し
た
、
本
年
３
月
に
お
け

る
全
国
の
生
活
保
護
受
給
者
数

は
、
２
１
０
万
人
を
超
え
、
過

去
最
多
を
更
新
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
本
年
７

月
時
点
で
の
生
活
保
護
の
受
給

状
況
は
、
８
，１
３
５
世
帯
、

１
１
，４
３
９
人
と
な
り
、
概

ね
市
民
の
50
人
に
１
人
が
保
護

を
受
け
て
い
る
と
い
う
状
況
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
生
活
保
護
を
必

要
と
す
る
方
々
の
増
加
は
、
高

齢
人
口
の
増
加
に
加
え
、
就
労

能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

職
を
失
っ
た
現
役
世
代
の
方
々

の
増
加
が
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
方
々
へ
の
積
極
的
な

就
労
支
援
は
、
経
済
的
自
立
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
大
変

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
、

就
労
支
援
事
業
の
さ
ら
な
る
充

実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
厚
生

労
働
省
埼
玉
労
働
局
と
と
も
に
、

昨
年
の
12
月
か
ら
「
川
口
市
福

祉
・
就
労
支
援
連
携
事
業
」
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
本
市
の
社
会
福
祉
事

務
所
内
に
就
労
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、
市
の
職
員
と
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員
が
連
携
し
て
、

生
活
に
困
窮
す
る
方
々
の
状
況
に
応
じ

た
相
談
業
務
と
職
業
紹
介
を
行
な
う
も

の
で
す
。

事
業
実
施
以
来
、
本
年
７
月
末
ま
で

の
８
ヵ
月
間
で
、
約
１
０
０
人
の
方
々

が
新
た
に
就
労
の
機
会
を
得
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
福
祉
と
就
労
支

援
を
一
体
的
に
取
り
組
む
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
て
、
生
活
に
困
窮
す
る

方
々
が
一
日
も
早
く
自
立
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
34
年
か
ら
47
年
に
か
け
て
順
次
建
設

さ
れ
た
本
庁
舎
は
、
老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に

耐
震
性
能
が
低
く
、
以
前
か
ら
安
全
性
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
９
年
に
本
庁
舎
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
平
成
13
年
に
耐
震
診

断
基
準
が
よ
り
厳
し
く
改
訂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

改
め
て
順
次
耐
震
診
断
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、

耐
震
性
能
が
基
準
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
平
成
19
年
に
設
置
さ
れ
た

「
公
有
財
産
活
用
・
災
害
対
策
特
別
委
員
会
」

及
び
職
員
に
よ
る
本
庁
舎
耐
震
等
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
庁
舎
の
耐
震
補
強
と
建
て
替
え
に

つ
い
て
比
較
検
討
を
行
な
っ
た
結
果
、
長
期
的

に
み
た
費
用
対
効
果
で
は
、
建
替
え
の
方
が
メ

リ
ッ
ト
が
多
く
、
今
後
は
本
庁
舎
を
建
て
替
え

る
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
庁
舎
の
一
部
に
被
害
が
発

生
し
、
庁
舎
の
耐
震
性
・
安
全
性
を
確
保
す
る

こ
と
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
昨
年
度
か
ら
、
職
員
で
構
成
す
る
庁
舎

建
設
等
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
新
庁
舎
の
規

模
、
場
所
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
検
討

を
行
な
い
、
そ
の
都
度
、
「
危
機
管
理
対
策
・

庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会
」
に
報
告
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
し
て

こ
の
た
び
、

こ
れ
ま
で

の
検
討
結

果
を
踏
ま

え
、
庁
舎

建
替
え
に

お
い
て
残

さ
れ
た
課

題
で
あ
る

庁
舎
の
建

設
場
所
を
選
定
す
る
た
め
に
、
市
民
、
市
内
の

民
間
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
方
、
知
識
経
験
者
、

学
識
経
験
者
の
25
名
以
内
で
構
成
さ
れ
る
「
川

口
市
庁
舎
建
設
審
議
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

市
役
所
本
庁
舎
は
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
施
設
で
も
あ
り
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
し
て
の
機
能
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
災
害
時
に
お
け
る
市
民
へ
の

情
報
提
供
や
復
興
の
た
め
の
活
動
を
担
う
拠
点

施
設
と
し
て
、
安
全
で
充
実
し
た
機
能
を
有
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
建
設

に
は
多
額
の
予
算
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ
り

市
民
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も
お
寄
せ
頂
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
大
震
災
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
備
え
、
そ
の
初
期

段
階
か
ら
災
害
の
規
模
や
状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る
、
広
域
避
難

場
所
、
一
次
避
難
場
所
、
一
と
き
避
難
広
場
を
指
定
し
、
市
民
の

安
全
確
保
に
か
か
る
避
難
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
本
市
水
道
事
業
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
災
害
時

の
応
急
給
水
対
策
と
し
て
、
市
内
55
ヵ
所
の
給
水
所
に
１
ト
ン
の

貯
水
が
可
能
な
強
化
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
貯
水
槽
を
配
備
し
、
給
水

車
に
よ
る
給
水
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
本
町
小
学
校
、
芝

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
及
び
里
公
民
館
に
、
常
時
１
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
の
水
を
貯
留
す
る
地
下
式
耐
震
性
貯
水
槽
を
設
置
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
災
害
発
生
の
初
期
段
階
に
お
け
る
、
避
難

者
の
飲
料
水
確
保
の
た
め
、
神
根
浄
水
場
の
深
井
戸
か
ら
採
取
し

た
地
下
水
を
利
用
し
て
、
５
年
間
の
長
期
保
存
が
可
能
な
５
０
０

Ｍ
Ｌ
の
ア
ル
ミ
製
ボ
ト
ル
水

を
６
万
本
製
造
し
、
避
難
所

等
に
備
蓄
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
の

ア
ル
ミ
製
ボ
ト
ル
水
の
備
蓄

数
を
計
画
的
に
増
や
す
ほ
か
、

災
害
時
の
様
々
な
状
況
に
対

応
し
た
応
急
給
水
体
制
の
充

実
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。 都市及びその周辺の農地と農業の復権と再生を

スローガンに、平成22年10月に設立された、「全
国都市農業振興協議会」の24年度総会が、去る７
月６日、都内で開催されました。総会では、施策提
言の策定、武蔵大学の後藤光蔵教授の講演につづき、
意見交換・情報交換が行なわれました。また、協議
会設立後、初となる役員改選では、全役員が再任さ
れ、岡村市長が、引き続き会長職を務めることとな
りました。

なお、協議会活動の中でも重要な取り組みと位
置づけている施策提言については、これまでと同様
に、都市計画法への農地の積極的な位置付けを柱と
し、今回は、東日本大震災に関わり、放射性物質飛
散の影響による土壌及び農産物の除染対策や風評被
害対策を新たに盛り込むなど、農業者の立場に立っ
た法制度等のあり方について触れることとし、農林

水産省や国土交通省などに都市農地の保全と都市農
業の振興について働きかけを行ったとの事です。

さらに、同日に開催された、都内38自治体が加
盟する都市農地保全推進自治体協議会主催の第６回
都市農地保全自治体フォーラムに全国都市農業振興
協議会を代表して岡村市長が出席し、両者の連携を
深め今後取り組んでいくことを訴えたとの事です。

今後とも、都市農地・農業の復権と再生に向け
て取り組み、
そして何より
も、本市農業
の振興を積極
的に推進して
もらいたいと
思います。

※

こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
市
長
の
所
信
と
報
告
を
抜
粋
加
筆
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

「
川
口
市
庁
舎
建
設
審
議
会
」
の
設
置
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
お
け
る

　
災
害
時
の
応
急
給
水
対
策
に
つ
い
て

「全国都市農業振興協議会」の活動について

「川口市福祉・就労支援連携事業」について
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